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平成２８年度 第４回用瀬地域振興会議 議事概要 

 

 

【開催日時】 

平成２８年８月３０日（火）午後１時３０分～午後４時００分 

 

【開催場所】 

用瀬町総合支所 ３階会議室 

 

【参加者】 

 出席委員 谷村萬吉、西川功美、平井育子、谷口芳幸、大家繁博、谷本由美子、西村繁榮、

山下ゆかり、中村史生、福山裕正 以上１０名（敬称略） 

 

 

 事 務 局 田中支所長、沖田副支所長、坂本産業建設課長、谷口市民福祉課長、 

中村地域振興課課長補佐、金谷地域振興課主幹、 

 

 傍 聴 者 なし 

 

【次第】 

１．開会 

２．あいさつ 

３ 議題・報告事項 

 

（１）総合支所整備（耐震化）の推進について 

①地域振興会議会長会等の経過報告について 

 

（会長） 

  前回の振興会議以降の経過として、地域振興会議会長会があり、各地域の現状報告と意見

交換を行った。また、事務検討会として、会長、副会長と支所、財産経営課で合併特例債の

活用などについて勉強会をした。また、振興会議の主催により、用瀬町内各自治会長会及び

まちづくり協議会の役員や地元市議会議員に集まっていただき連絡会を開き、振興会議での

審議経過報告をし、意見をいただいた。 

 

 ②振興会議におけるこれまでの意見について 

（事務局） 

説明の前に、これまで提示していた資料において、いきいき交流センターの建設年が平

成１１年となっていましたが、これは民間から購入した年であり、実際に建設された年は平

成３年でした。なお資料において積算されている概算経費については確認した結果、ほとん
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ど変更はありませんでした。お詫びして訂正いたします。 

 

（事務局 資料に基づき説明） 

  

③ 整備方針の検討 

（委員１） 

  先ほど説明のあった自治会長会、まちづくり協議会との連絡会では、いきいき交流センタ

ーへの移転への賛成意見はなかった。特に用瀬地区の方からは、現在の場所がいいのではと

の意見をいただいた。 

 

（会長） 

  検討について、ようやく町民の話題になりかけたところのようだ。住民の意向とかい離し

た議論とならないよう、委員の方にも地域の声を聞いて検討してほしい。 

 

（委員２） 

  私は地元の地区の区長さんに聞いてみた。意見の要点としては図書館と複合化して今の場

所に新築建替えがいいのではということであった。 

 

（事務局） 

  その中で現在の場所を変わりたくないとの意見はありましたか。 

 

（委員２） 

  今の移転案では、すべての施設が千代川の反対側に集中してしまうことになる。災害発生

時に一度に被災するリスクがあるのではという意見があった。 

 

（委員３） 

  いきいき交流センターの隣に保健センターがある。まだ新しい施設であり、そちらへの移

転を考えてはどうか。 

 

（会長） 

  連絡会では用瀬地区の方から聞く中で、いきいき交流センターの場所では国道や川を渡っ

た先になり今より遠くなり、地区の拠点となる施設がなくなるのは困ると思っているのでは

と感じた。また、保健センターの活用を検討する場合、現在利用している社会福祉協議会と

どのように調整していくのか。今案に上がっているものではないので、今から新たに検討案

とすることはよいのか。 

 

（委員４） 

 保健センターの建物はどこの所有なのか。 

 

（事務局） 

 市の施設です。 

 

（委員４） 

  用瀬地区の自治会役員の方々が移転することに違和感を抱くのは仕方のないと思うが、そ

の年代の方の意見のみを重視するのか。若い年代や特に女性の意見などバランスよく聞く必
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要があるのでは。個人的には今の庁舎の場所は非常に利便性が悪いと思う。車を使えば同じ

とは言うが、平地にあるのと、町なかのさらに坂の上にあるのでは施設の利便性がかなり違

う。図書館についても、今の場所は寄りやすい場所だが、現在の庁舎の場所に来てはたして

皆さんが利用しやすいのか。 

 今の若い方たちと話をしていると、これからの負担が増えるようなことはしてほしくないと

か、今後の人口動向や支所の組織の流れも考えたほうがよいのではとの意見もあった。そう

いう意見も聞いてほしい。 

 

（委員３） 

  現在の案の中でまとまらないということは、それぞれ今の案に問題があるということでは

ないか。これに固執せずに、より良い新しい案を出して検討してみるのがよいのではないか

と思う。 

 

（委員５） 

 やはり、予算がはっきりしないと議論が進まない。現在の場所はイメージ的な良さはある

が、たくさんの借金を増やすのはダメだと思う。そのためにはやはり具体的な予算を示さな

いと住民には説明できないのではないか。 

 

（事務局） 

  本当はそれが望ましいと思うが、具体的な予算額は実施設計をしないといけないため、多

額の経費をかけないと算出できません。ある程度の積算の中で方向性を決めてからでなくて

は難しいです。 

 

（委員６） 

  ある程度の方向性を示して説明をしてから意見をもらうことにしないと、なかなか整理が

つかないと思う。 

 

（委員４） 

  この会議ではいきいき交流センターを候補で挙げていているわけで、連絡会でどこまで経

過を説明した上での意見なのか。 

 

（会長） 

  振興会議で示された資料を出しており、経過や振興会議での意見も説明した。その上での

意見である。 

 

（委員３） 

  新築を選んだ場合は、本当に可能なのか。 

 

（事務局） 

  今の段階では、現庁舎の改修か他の公共施設の活用で進めていければと思いますが、新築

ということであれば本課との協議が必要になってきます。 

 

（会長） 

  （改めて調査による積算を確認） 

  経費的に新築案の場合は新たな用地を求めることは無理である。 
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（委員７） 

  住民の皆さんを説得できるような内容にしなければならない。意見をお聞きして、それを

参考にすることで振興会議で決めていかねばと思う。今の場所に来て４０年間役場があった

わけで、この場所がよいと思う。 

 

（事務局） 

  これまで審議いただいた中で次回には振興会議としての一つの方向性をまとめていただけ

ればと思います。そのために、これまで審議いただいた意見を反映した案を示していければ

と思っています。その中で、案１の現庁舎の耐震化改修案、案２のいきいき交流センターの

活用については今日までにいただいた意見をもとに、隣接した保健センターと合わせて整備

することが出来ないか検討することとします。また、図書館については新規に建替えする方

針はありませんので、先ほど意見のあった支所との複合化での整備といった方法を検討し、

次回の会議までに皆さんにお示しした上で次回会議において検討いただければと思いますが

いかがでしょう。 

 

（会長） 

  意見を反映させて、今できる可能な方法を検討したいということである。 

  ９月いっぱいでまとめることはできないのか。 

 

（委員１） 

  今から保健センターの案も出るのか。 

 

（委員３） 

用瀬町内の施設を活用するということを検討するという意味では、保健センターも含め

て検討することは必要ではないか。 

 

（事務局） 

 今ある施設の活用を検討する中で、今案で出ているいきいき交流センターは移転先として

あまり良くないのではとの意見が出ているように感じています。いきいき交流センターと保

健センターを複合的に活用する形で移転が出来ないのかということを検討したいと思います。 

 現庁舎敷地での新築についても、単純な支所庁舎建替えというのは難しいのではないかと

考えています。その中で更新時期が近付いている用瀬図書館について、更新時に新たに施設

を整備する考えがない方針であることから、いただいたご意見に沿って支所との複合化施設

での整備を案とすることが出来るか検討したいと思います。 

 

（会長） 

  それでは、いきいき交流センターに移転するという案はもうないということでよいのか。 

 

（委員３） 

  保健センターとの複合化であれば考えられると思う。 

 

（委員４） 

  今の３案の中では、いきいき交流センターへの移転案がよいと思う。ただ保健センターと

合わせての活用を検討できるのであれば、より良い方法があるかもしれないのではと思う。

いずれにしろ今ある施設を活用することには賛成である。 
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（委員５） 

  いきいき交流センターのみでの活用よりもよいと思う。 

 

 

（委員２） 

  整備経費負担については、どのような内容になるのか。 

 

（事務局） 

  合併特例債の内容ですが、対象事業の９５％が対象であり、償還額の７割を国が毎年交付

金として支援するものです。償還年については据え置き期間などがありますので、確認いた

します。 

 

（委員４） 

  いずれにしても借金であり、この借金を先の世代に遺すのはどうかと思う。若い世代の方

に聞くとその負担を負うのは困るという意見がある。 

 

（委員３） 

  ３０年、４０年も先のことは分からない。やはり負担があまりかからない方法を考える必

要があると思う。 

 

（委員７） 

  新しいものばかりではなく、古いものを活用していくことも文化を残していくことも考え

ていく必要があるのではと思う。質素でいいと思う。現庁舎の耐震改修でもよいのではない

か。 

 

（委員８） 

  経費だけで決めるということもあるが、事務局で保健センターも入れた案を考えるという

のであれば、それも並行して考えたほうがいいと思う。感情的なものはあると思うが、若い

人にはあまり感情的なものはなく、利便性に対する思いのほうが高いと思う。 

 

（会長） 

  次の会には方向性を出すという中で、さらに整理したたたき台を示した上で検討する必要

がある。これまでの審議の状況を考えながら、会長、副会長と事務局でたたき台を検討し、

示させていただくということでどうか。 

 

（異議なしの声） 

 

（２）その他 

 

   なし 

 

 

４ 地域振興への意見・提言（委員発表） 

 

  西村委員  用瀬町の高齢者問題について発表 
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５ 各課報告 

 

  事務局 （資料などで説明） 

 

地域振興課 行事予定、月を愛でる会、元気塾について説明 

      環境大学との集落再生 研究、用瀬ＰＡ活性化の取り組みについて経過報告 

  産業建設課 森の健康診断について説明 

   

 

６ 次回日程について 

    開催予定日 １０月２６日（水） １３時３０分  

          会場は用瀬町総合支所 

 

７ 閉  会 


